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金城学院大学   ★ホームページ http://www.kinjo-u.ac.jp/ 

◇１８８９年私立金城女学校設立をルーツとし、１９４９年金城学院大学を設立。 

  全学生数 約5，０００名。 

 

◇6 学部１３学科 

文学部    ：日本語日本文化学科、英語英米文化学科、外国語コミュニケーション学科 

  音楽芸術学科 

生活環境学部 ：生活マネジメント学科、環境デザイン学科、食環境栄養学科（*１） 

国際情報学部 ：国際情報学科グローバルスタディーズコース 

  国際情報学科メディアスタディーズコース 

人間科学部  ：現代子ども教育学科、多元心理学科 

  コミュニティ福祉学科 

薬学部    ：薬学科（*１） 

看護学部    ：看護学科（*１） 

 

 （*１）生活環境学部食環境栄養学科、薬学部薬学科および看護学部看護学科への派遣は 

行っていません。 

 

◇キャンパス所在地 ：名古屋市守山区大森２－１７２３ 

 

 

同志社女子大学と金城学院大学は､交流学生に関する協定を締結し､２０１１年度より､相互に学生の派遣および 

受入を行っています。これは､本学の学生が金城学院大学のキャンパスで科目を履修するとともに､金城学院大学 

の学生が本学で科目を履修するという相互国内留学制度です。１年間または１学期間、異なった環境のもとで 

本学にない科目を学習することにより､勉学面ばかりでなく生活面でも視野を広げる絶好の機会です。 

この制度の概要および出願手続を以下のとおりご案内します。 

 

１．募集人数 各学期２名程度（派遣期間 １年間 もしくは １学期間） 

 

２．応募資格 １､２年次生（応募した次年度の２､３年次に派遣） 

 

３．選考方法 学内成績および面接 

学内成績（45 点満点）および面接（55 点満点）を以て、選考を実施し、合計70 点以上を 

合格とする。「学内成績」については、出願時の前学期末までの累積ＧＰＡの10 倍とする。 

最終決定は書類選考により金城学院大学が行います。 

 

※ 面接日 ２０２３年１０月２５日（水）１７：００以降（予定） キャンパス未定 

（一人１５分程度） 

 

４．出願方法 

      出願受付期間  ２０２３年１０月 ２日（月）～  １０日（火） 

所定の「金城学院大学交流学生派遣願」を教務課に提出してください。 

派遣願は教務課で配布、もしくは希望者へ郵送いたします。 

連帯保証人※（父または母等）の署名も必要ですので､希望者は早めに入手してください。 

         ※2021年度以前入学生については「保証人」 
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５．単位認定 

・金城学院大学で､本学の科目と同等であると本学が認める科目を履修した場合は､それぞれ対応する本学の 

科目を履修したものとみなして、修得した単位を本学で認定します。 

・金城学院大学の科目を“本学の科目と同等であると本学が認める”ためには、金城学院大学の科目とそれに 

 対応する本学科目が、科目内容に類似性があり、単位数は同等であることが必要となります。 

・共通学芸科目は、科目別認定ではなく分野認定とするため、同等の内容でなくても認定可能です。 

・本学の成績通知書と成績証明書では、評価は「認定」、成績は「Ｎ」と記載されます。 

 

① 認定単位数の上限について 

 

金城学院大学で修得した単位の認定は、 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、本学在学中の下記a～fの項目の認定単位数は、上記の上限４０単位もしくは３０単位の中に含まれます。 

従って、a～fの項目の認定をすでに受けている場合や、今後受けたいと考えている場合は注意が必要です。 

 

 a.同志社大学との単位互換制度に基づく認定  b.金城学院大学との単位互換制度に基づく認定 

c.奈良県立医科大学との単位互換制度に基づく認定  d.大学コンソーシアム京都単位互換制度に基づく認定 

e.放送大学との単位互換制度に基づく認定  f.文部科学大臣が定める学修等による単位認定      

         （２０２３年度「履修要項」Ｐ２３-２６参照） 

 

＊本学１年次に入学され、入学時に他大学等で修得した単位の認定を受けている方が、金城学院大学で修得した 

 単位の認定を受ける場合は、先述の認定単位数の上限４０単位もしくは３０単位以外に、 

「入学時の認定単位数」+「入学後の認定単位数」＝６０単位の範囲内での認定 という条件もありますのでご注意 

ください。 

 

 

② 派遣期間の在学期間への算入について 

 

金城学院大学への派遣期間は､本学の在学期間に含まれます。休学する必要はありません。 

先述①程度の単位認定を受けられれば､派遣期間を含めて４年間で本学を卒業することが通常可能です。 

 

注意！ 

 ＊所属する学部学科・専攻によっては、本学を４年間で卒業できない場合があります。 

特に自分の所属する学科・専攻とは別系統の学科への派遣を希望する場合は、事前に教務課で相談してく 

ださい。 

 ＊国際教養学科の方は、国際教養留学との兼ね合いで、本学を４年間で卒業できない場合があります。 

＊生活環境学部食環境栄養学科、薬学部薬学科および看護学部看護学科への派遣は行っていませんので、本 

学食物栄養科学科、医療薬学科および看護学科の方も、本学を４年間（医療薬学科は６年間）で卒業する

ことはできません。 

 ＊看護学科の方は、類似の学科が金城学院大学にないため、本学を４年間で卒業することはできません。 

 

 

派遣期間が 

１年間の場合 

 

本学在学中に他の大学等で修得した単位の認定上限４０単位の範囲内

で、卒業に必要な単位として認定可能です。 

 

派遣期間が 

１学期間の場合 

 

本学在学中に他の大学等で修得した単位の認定上限３０単位の範囲内

で、卒業に必要な単位として認定可能です。 
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６．開講科目 

・今年度の開講科目および科目内容を、金城学院大学ホームページ（http://www.kinjo-u.ac.jp/pc/index.html） 

内の「大学について＜基本情報・データ」のページで確認することができます。 

・金城学院大学ではいずれか１つの学科に所属することになります。所属学科の正規学生がとれる科目は、 

基本的にすべて履修可能ですが、科目によっては履修の許可が下りないこともあります。ゼミ等の履修を 

希望する場合は、派遣が決まった後、早めに金城学院大学へ意思表示をする必要があります。 

・愛知県内にある国公私立大学のほぼ全てが参加する「単位互換制度」があり、正規学生と同様に履修する 

ことができます。 

 

７．学費・費用 

学費は､本学に通常どおり納入してください。金城学院大学の学費を二重払いする必要はありません。 

但し、国内交流先での費用は全て個人負担となります。その他、生活費､交通費等も個人負担となります。 

 

８．宿舎 

外国人留学生が中心に入居している「金城学院大学留学生会館」への入居が可能です。キャンパスまで徒歩

３分と通学に便利なのに加え、セキュリティ設備、家具付個室(トイレ・洗面所・バスルームは共同)、コモ

ンルームが完備されています。 

※各自で下宿先等を探すことも可能です。 

 
９．その他 

・金城学院大学では､金城学院大学の正規学生に準じた取り扱いとなり､規則等に従い､学内諸施設を利用する 

 ことができます。 

・履修制度や試験方法等、本学とは異なる制度もあります。派遣されることになった場合、金城学院大学の「履

修要覧」等をよく読んで理解しておいてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.kinjo-u.ac.jp/pc/index.html
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■ 教職課程等、免許資格に関する課程の履修希望者へ 
 

１．教職課程の履修について 

・金城学院大学にも教職課程（幼稚園一種免、小学校一種免、英語・国語・音楽・家庭の中一種免と高一種免、社会の

中一種免、地歴・公民の高一種免、情報の高一種免他）があり、本学の交流学生が金城学院大学で履修した教職課程科

目を、本学の教職課程科目の単位として認定することが可能です。 

 

・教職課程科目への単位認定では、金城学院大学の科目とそれに対応する本学科目とが科目内容と単位数において同等で 

ある他に、「免許法施行規則に規定する科目」（『免許・資格関係履修要項』参照）の合致も必要となります。 

金城学院大学で履修すべき科目について、必ず、本学の免許・資格課で事前に履修指導を受け、今後の履修に関して 

見通しを立てた上で出願してください。 

 

・卒業に必要な単位に算入できない教職課程科目についても、２ページ記載の認定単位数の上限４０単位もしくは 

３０単位の中に含まれますのでご注意ください。 

 

・教育実習および教職実践演習に関する科目は金城学院大学では履修することができません。教育実習や介護等体験等に 

 関する本学での手続き等については、事前に免許・資格課で確認しておいてください。国内留学中でも必要に応じて免 

 許・資格課と連絡を取るようにしてください。 

 

２．博物館学芸員課程、図書館司書課程、学校図書館司書教諭課程の履修について 

・金城学院大学にも博物館学芸員課程、図書館司書課程、学校図書館司書教諭課程があり、本学の交流学生が金城学院大 

学で履修した各課程の科目を本学の当該課程科目の単位として認定することが可能です。但し、本学の資格課程科目の 

単位として認定できるのは、各課程の本学での必修科目についてのみとなります。 

 

・各課程必修科目への単位認定では、金城学院大学の科目とそれに対応する本学の科目とが科目内容と単位数において同 

等である他に、博物館学芸員課程では「博物館法施行規則に定める科目」の合致、図書館司書課程では「図書館法施 

行規則に定める科目」の合致、学校図書館司書教諭課程では「学校図書館司書教諭講習規程に定める科目」の合致(『免 

許・資格関係履修要項』参照）も必要となります。金城学院大学で履修すべき科目について、必ず、本学の免許・ 

資格課で事前に履修指導を受け、今後の履修に関して見通しを立てた上で出願してください。 

 

・卒業に必要な単位に算入できない各課程の科目についても、２ページ記載の認定単位数の上限４０単位もしくは３０単

  位の中に含まれますのでご注意ください。 

 

・博物館実習に関する科目および図書館実習に関する科目は、金城学院大学では履修することができません。博物館実習 

や図書館実習に関する本学での手続き等については、事前に免許・資格課で確認しておいてください。国内留学中でも 

必要に応じて免許・資格課と連絡を取るようにしてください。 

 

 

３．保育士養成課程科目の履修について（現代こども学科） 

 ・金城学院大学にも保育士養成課程がありますが、本学の交流学生が金城学院大学で履修した保育士養成課程科目を、 

  本学の保育士養成課程科目の単位として認定することはできません。 

 

★ 本学で取得できるその他諸資格の取得希望者についても、必ず、事前に免許・資格課で履修指導を受け、今後

の履修に関して見通しを立てた上で出願してください。 
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２０２４年度 金城学院大学 派遣スケジュール(予定) 
 

 

 

◆募集説明動画公開  ６月下旬頃を予定 

 

◆出願受付期間   １０月 ２日（月） ～ １０月１０日（火） 

 

◆学内選考（面接日）             １０月２５日（水）１７：００以降 キャンパス未定 

                                    （決まり次第お知らせします） 

◆金城学院大学へ推薦  １１月中旬  

⇒学内選考合否について全員に郵送でお知らせします。 

 

◆推薦者の受入れ決定             １２月中旬～１月下旬   

⇒最終決定しましたら郵送でお知らせします。 

 

 

◆宿舎決定                        １月～３月 

⇒「留学生宿舎」への入居を希望する場合は２月初旬までに申し出る必要                         

  があります。決定次第、本学へ知らせてください。 

 

 ◆留学前の事前説明会   ２月中旬 

       ⇒単位認定に関すること等、今後すべきことの説明・確認を行います。 

 

◆履修科目決定                     合格後～３月、最終決定４月 

⇒金城学院大学の履修科目と対応する本学の認定予定科目を決定します。 

教務主任の先生の許可が必要なので、早めに科目を決定します。 

 

◆前期履修登録（金城学院大）  ４月 

 

◆前期成績通知    ９月 

 

◆後期履修登録（金城学院大）  ９月～１０月 

 

 

 

◆次年度の履修登録（同女大）      ３月末～４月 （春学期のみ留学の場合は９月末～１０月） 

⇒単位認定(見込)を考慮しつつ、本学の日程に合わせて履修登録を 

行います。 

 

◆後期成績通知                     ４月 

         ⇒成績が届いたら、単位認定を最終調整します。 

 

◆単位認定作業（同女大）          ４月 （春学期のみ留学の場合は９月） 
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国内留学経験者の声 ～「同志社女子大学 大学案内」より抜粋 ～ 

 

２０１２年度春学期に半年間、金城学院大学の環境デザイン学科に留学 

（本学での所属：人間生活学科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１０年度に１年間、日本女子大学の家政学部児童学科に２年次で留学 

（本学での所属：現代こども学科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２１年度に半年間、フェリス女学院大学の文学部日本語日本文学科に留学 

（本学での所属：日本語日本文学科） 

 
※両キャンパス教務課で、国内留学経験者の「派遣学生報告書」を閲覧することが可能です。 


